
こ
れ
は
、
ル
ナ
・
ピ
ナ
コ
テ

ィ
カ
（
月
の
美
術
館
）
と
名
付

け
て
、
三
ケ
月
ご
と
に
絵
を
か

け
か
え
て
い
る
風
月
堂
加
同
日

の
企
画
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

絵
を
楽
し
め
る
た
ん
て
ち
ょ
っ

と
風
雅
で
す
。

☆
田
崎
真
珠
の
「
フ
ル
フ
ル
セ

ー
ル
」
好
評

さ
ん
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
３
階
に
あ

る
田
崎
真
珠
さ
ん
プ
ラ
ザ
店

で
、
哩
月
璽
日
か
ら
泌
日
ま
で

恒
例
の
フ
ル
フ
ル
セ
ー
ル
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
期
間
中
は

真
珠
や
宝
石
を
一
割
引
か
ら
二

割
引
し
て
く
れ
る
の
で
、
待
っ

て
い
る
人
も
い
る
ほ
ど
。
「
一
万

円
か
ら
二
万
円
ま
で
の
真
珠
や

宝
石
が
よ
く
売
れ
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
用
に
と
た
く
さ
ん
買
う
お
客

様
も
い
て
こ
の
フ
ル
フ
ル
セ
ー

ル
は
好
評
で
し
た
が
、
お
店
に

ち
ょ
っ
と
入
り
に
く
そ
う
な
お

客
様
も
い
ら
し
た
の
で
ど
う
ぞ

ご
遠
慮
な
く
の
ぞ
い
て
下
さ

い
」
と
い
う
お
店
の
人
の
話
で

、

☆
舶
来
雑
貨
の
店
〃
ク
ロ
ス
〃

生
田
前
支
店
オ
ー
プ
ン

ト
ア
・
ロ
ー
ド
に
あ
る
婦
人

・
紳
士
靴
、
高
級
舶
来
雑
貨
の

店
ク
ロ
ス
が
、
昨
年
旭
月
加
日

に
生
田
前
支
店
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
舶
来
の
ネ
ク
タ
イ
や

ル
ー
ム
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
小
物

を
中
心
に
家
具
も
置
い
て
あ
り

ま
す
。
ダ
ン
デ
ィ
な
若
い
店
長

さ
ん
が
品
選
び
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
く
れ
る
の
も
楽
し
い
。
一

度
の
ぞ
い
て
み
る
価
値
の
あ
る

神
戸
ら
し
い
ス
テ
キ
ナ
お
店
で

す
。
営
業
時
間
は
午
前
ｎ
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
。
雪
０
７
８

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
大
丸
前
の
神
戸
シ
ャ
ツ
に
舶
来
の
と

り
は
ず
し
の
で
き
る
礼
服
用
フ
リ
ル
が

つ
い
た
シ
ャ
ツ
が
豊
富
に
入
荷
し
ま
し

た
。
洗
濯
も
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

オ
シ
ャ
レ
で
ダ
ン
デ
ィ
な
神
戸
っ
子
紳

士
方
は
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
て
み
ら
れ
る

と
い
い
で
す
よ
。
お
値
段
は
９
千
５
百

円
か
ら
２
万
円
ま
で
。

☆
春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に
し
て

大
丸
前
の
つ
る
や
衣
裳
店
が
新
作
婚
礼

衣
裳
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
月

週
日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
幻
日

貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
で
あ
り
、
新
作
婚

礼
衣
裳
の
美
し
さ
に
嫁
ぐ
日
近
い
お
嬢

さ
ん
た
ち
は
熱
心
に
品
定
め
し
次
々
と

予
約
商
品
が
決
ま
っ
て
い
き
産
し
た
。

打
掛
・
白
無
垢
小
物
一
式
付
３
万
５
千

円
か
ら
釦
万
円
ま
で
、
お
色
直
し
振
袖

は
３
万
円
か
ら
唾
万
円
ま
で
、
留
袖
。

袋
帝
小
物
一
式
付
４
千
円
か
ら
２
万
５

千
円
ま
で
、
ウ
エ
デ
イ
ン
グ
ド
レ
ス

ィ
プ
ー
ー
ン
グ
ド
レ
ス
２
万
円
か
ら
７

万
円
ま
で
と
い
ろ
い
ろ
で
、
式
前
日
か

ら
三
日
間
借
り
ら
れ
ま
す
。
お
店
の
人

の
話
で
は
加
万
円
か
ら
班
万
円
ま
で
の

打
掛
が
一
番
よ
く
出
て
お
り
、
年
々
豪

華
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
３
月
加
日
（
午
前
叩
時
ｌ
午
後
５

時
）
に
も
貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
で
展
示

会
が
開
か
れ
ま
す
。

☆
ま
た
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
束
入
口
近

く
の
中
川
衣
裳
店
で
も
、
１
月
６
日
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
１
月
過
日
舞

子
ヴ
ィ
ラ
で
、
１
月
即
日
一
三
ｌ
ポ
ー

ト
ホ
テ
ル
で
新
作
婚
礼
衣
裳
展
示
会
を

催
し
非
常
に
好
評
で
し
た
。
な
お
、
２

月
３
日
（
午
前
、
時
ｌ
午
後
５
時
）
に

も
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
展
示
会
が

あ
り
ま
す
。
結
婚
間
近
か
の
方
は
、
お

見
逃
し
な
く
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
／
、

★
元
町
、
さ
ん
ち
か
、
セ
ン
タ
ー
街
に

あ
る
玩
具
の
店
カ
メ
ヤ
に
、
雛
祭
を
来

月
に
ひ
か
え
て
、
段
雛
、
立
雛
が
豊
富

に
揃
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
、
四
年
大

い
に
人
気
の
あ
る
真
多
呂
さ
ん
の
作
品

木
目
込
み
雛
は
カ
メ
ャ
の
推
せ
ん
商
品

で
、
手
入
れ
が
簡
単
で
場
所
を
と
り
ま

せ
ん
。
お
値
段
は
３
万
円
か
ら
８
万
円

ま
で
。
ま
た
、
卵
万
円
と
い
う
超
豪
華

な
雛
人
形
も
あ
り
ま
す
。

神戸百店会
だより

１
４

クロスの生田前支店店内

（
３
３
１
）
５
９
８
３

☆
大
和
屋
シ
ャ
シ
の
特
別
サ
ー

ビ
ス
セ
ー
ル

神
戸
国
際
会
館
一
階
南
正
面

入
口
に
あ
る
シ
ャ
シ
の
専
門
店

大
和
屋
が
、
２
月
２
日
か
ら
Ⅳ

Ｈ
ま
で
（
午
前
、
時
ｌ
午
後
６

時
、
月
曜
定
休
）
特
別
サ
ー

ビ
ス
セ
ー
ル
を
開
き
ま
す
。
全

商
品
２
割
引
、
そ
の
他
特
別
サ

ー
ビ
ス
品
と
し
て
ス
イ
ス
、
ド

イ
ツ
、
英
国
、
国
産
生
地
が
出

品
さ
れ
ま
す
。
時
節
に
そ
な
え

て
、
こ
の
セ
ー
ル
を
ぜ
ひ
お
見

逃
し
ま
く
！

☆
ユ
ー
ハ
イ
ム
・
コ
ン
フ
ェ
ク

ト
本
社
売
店
が
新
装

南
蛮
美
術
館
東
隣
り
の
ユ
ー

ハ
イ
ム
・
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
本
社

売
店
が
昨
年
返
刈
新
装
オ
ー
プ

ン
！
よ
り
明
る
く
よ
り
広
く
な

り
、
買
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

☆
松
本
奉
山
さ
ん
の
水
墨
画
を

展
示
ｌ
同
月
堂
さ
ん
ち
か
店

さ
ん
ち
か
ス
イ
ー
ッ
タ
ウ
ン

内
に
あ
る
風
月
堂
の
喫
茶
室
に

松
本
奉
山
さ
ん
の
水
墨
画
五
点

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間

は
１
月
か
ら
３
″
末
ま
で
。

８
０
■
且
６
８

田崎真珠さんプラザ店

瀞
醒

し
た
。次

回
は
５
月
に
ス
プ
リ
ン
グ

セ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
る
と
か
。

べ羅顎呼弓．
0 . . . Ｗh , ､ 喝L L ■矛

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



や
ゲ
ー
ム
の
中
か
ら
当
日
ラ
ブ

カ
ッ
プ
ル
も
さ
っ
そ
く
六
組
誕

生
。
参
加
し
た
若
い
人
々
は
真

剣
で
、
両
親
一
緒
の
人
も
あ
っ

た
。男

性
が
七
割
と
非
常
に
多
く

女
の
子
は
モ
テ
モ
テ
。
ま
た
、

今
年
も
二
回
開
か
れ
る
予
定
な

の
で
乞
う
ご
期
待
／
、

☆
少
年
の
町
に
体
育
館
を
／
、

妬
周
年
を
迎
え
る
社
会
福
祉

法
人
「
神
戸
少
年
の
町
」
（
垂

水
区
塩
屋
町
梅
木
谷
電
七
五
一

’
二
二
二
二
）
は
、
や
む
な
く

中
断
の
状
態
に
あ
っ
た
体
育
館

移
築
を
再
開
す
る
計
画
を
進
め

て
い
る
。

’
4２

☆
垂
水
区
玉
津
町
に

吉
田
郷
土
館
オ
ー
プ
ン

地
元
か
ら
出
土
し
た
占
文
化

財
の
保
存
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
役
割
を
兼
淑
た
「
吉

田
郷
土
館
」
が
昨
年
末
、
垂
水

区
玉
津
町
吉
出
に
完
成
し
た
。

吉
田
地
区
で
は
胴
十
年
か
ら

住
民
が
土
地
区
画
整
理
事
業
を

行
い
、
新
し
い
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
が
、
四
十
一
年
に
吉

田
・
片
山
遺
跡
が
み
つ
か
り
、

田
辺
昭
三
平
安
高
校
教
諭
を
団

長
と
す
る
調
査
団
が
四
十
二
、

三
年
に
か
け
て
両
遺
跡
を
発
掘

調
査
し
た
結
果
、
弥
生
式
土

器
、
土
師
器
、
須
恵
器
の
破
片

数
千
片
が
発
見
さ
れ
た
。
し
か

運
動

☆
精
神
薄
弱
と
遺
伝

み
な
さ
ん
は
精
神
薄
弱
児
の
生
ま
れ

る
原
因
と
い
え
ば
何
が
一
番
多
い
と
思

わ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
原
因
は
遺
伝
だ
」
と
い
う
声
が
あ

な
た
の
脳
裡
麹
か
す
め
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

わ
が
国
で
は
精
神
薄
弱
と
い
え
ば
、

イ
コ
ー
ル
遺
伝
と
い
う
誤
解
が
な
ん
と

な
く
一
般
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
精
神
薄
弱
児
の
生
ま
れ

る
原
因
で
遺
伝
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も

の
は
、
わ
ず
か
二
割
た
ら
ず
で
残
り
の

八
割
は
他
の
原
因
で
生
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。そ

こ
で
、
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
連

動
の
し
お
り
三
十
七
号
』
で
は
、
「
精

神
薄
弱
と
遺
伝
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
神

戸
大
学
附
属
病
院
長
黒
丸
正
四
郎
先

生
の
話
を
対
談
形
式
で
解
脱
し
て
い
ま

す
。み

な
さ
ん
の
珊
読
を
お
す
す
め
し
ま

す
。な

お
、
本
運
動
で
は
精
神
薄
弱
問
題

の
啓
発
紙
と
し
て
の
「
運
動
の
し
お

り
」
を
つ
ぎ
の
要
領
で
砿
布
し
て
い
ま

す
の
で
本
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

・
年
間
購
読
料
百
円
（
季
刊
年
四
回
発

行
、
切
手
代
用
可
）

・
氏
名
、
住
所
を
書
い
て
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

★
運
動
の
し
お
り
既
刊
号
の
紹
介

三
六
号
中
・
高
校
保
健
体
育
科
教
科

書
に
み
る
精
神
薄
弱
問
題

三
三
号
１
三
五
号
福
祉
と
人
間
シ
リ

ー
ズ
①
②
③
重
症
児
施
設
の

職
員
不
足

三
二
号
普
通
児
の
中
の
障
害
児
教
育

三
一
号
福
祉
教
育

誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
（
郵
便
局
の
前
）

（
二
五
一
）
八
一
六
一
内
線
３
１
６

誕
生
日

オープンした吉田郷士館

し
神
戸
市
内
に
は
こ
う
し
た
古

文
化
財
の
収
容
施
設
が
な
い
た

め
、
神
戸
市
と
玉
津
町
吉
田
財

産
区
は
埋
蔵
文
化
財
の
保
存
と

地
域
住
民
の
余
暇
活
動
の
場
を

兼
ね
た
吉
田
郷
土
館
を
こ
の
ほ

ど
建
設
し
た
。
一
階
の
資
料
股

示
室
に
は
弥
生
式
土
器
、
石
器

な
ど
約
二
百
点
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。

☆
電
話
が
チ
ャ
ン
ス
ノ
．

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ

神
戸
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
神
戸
市
葺
合
区
生
田
町
２
丁

Ⅲ
４
雪
班
’
八
八
八
一
山
下
駿

児
取
締
役
）
の
〃
テ
レ
ホ
ン
チ

ャ
ン
ス
″
（
で
ん
わ
の
お
見
合

い
）
が
、
昨
年
九
月
に
ス
タ
ー

ト
以
来
、
全
国
的
に
ヤ
ン
グ
の

爆
発
的
な
人
気
を
得
て
、
そ
の

第
一
同
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
（
本
誌
後
援
）
が
さ

る
十
二
月
二
十
二
Ⅱ
午
後
六
時

よ
り
三
宮
神
戸
家
具
一
階
（
神

戸
国
際
会
館
南
側
雪
狐
’
○
七

二
一
）
で
、
二
○
○
名
の
独
身

男
女
が
参
加
し
て
、
楽
し
く
な

ご
や
か
に
開
か
れ
た
。

司
会
は
奥
田
博
之
・
大
牧
睦

あ
り
が
と
う

子
さ
ん
。
マ
ン
ガ
家
の
た
か
は

し
も
う
さ
ん
が
チ
ャ
ン
ス
レ
デ

ィ
の
理
想
の
男
性
を
描
い
た

り
、
パ
ー
テ
ィ
の
中
か
ら
恋
人

に
た
る
チ
ャ
ン
ス
が
で
き
る
と

い
っ
た
趣
好
。

竃
々
公
社
の
協
力
で
、
場
内

に
は
電
話
が
そ
表
え
ら
れ
て
、

気
に
い
っ
た
チ
ャ
ン
ス
レ
デ
ィ

や
チ
ャ
ン
ス
マ
ン
に
電
話
で
巾

し
込
ん
だ
り
、
ダ
ン
ス
タ
イ
ム誰が射止める／お見合いパーティ
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校
〈
車
座
〉
全
員
に
よ
っ
て
上
演

さ
れ
た
（
脚
本
平
田
守
純
、
演

出
阿
木
五
郎
）
・
五
年
毎
に
事
務

所
の
移
転
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、

四
十
七
年
に
は
解
散
一
歩
手
前

ま
で
行
っ
た
次
第
を
や
や
コ
ミ

ッ
ク
に
表
現
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

は
全
員
揃
っ
て
「
火
の
車
の
喝

采
」
を
合
唱
、
経
済
上
の
困
窮

に
も
負
け
ず
頑
張
ろ
う
と
二
十

六
年
目
に
向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
た
。
こ
の
あ
と
、
す
き
焼

き
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
、
参
加
者

の
交
歓
が
行
わ
れ
た
。

☆
街
の
八
百
屋
さ
ん
大
繁
盛
／
，

最
近
、
三
宮
の
駅
前
や
セ
ン

タ
ー
街
の
か
ど
で
、
ミ
カ
ン
や三宮のどまんなか、八百屋さん

キ
リ
ス
ト
教
的
愛
の
精
神
に

基
き
、
少
年
た
ち
を
養
護
し
健

全
な
市
民
に
育
て
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
少
年
の
町
は
、
甥
年

大
阪
国
際
見
本
市
の
ワ
シ
ン
ト

ン
館
の
建
物
を
譲
り
受
け
、
大

工
さ
ん
は
じ
め
多
く
の
人
の
奉

仕
と
励
ま
し
、
少
年
た
ち
の
働

き
に
よ
り
基
礎
か
ら
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
立
ち
上
り
ま
で
で
き
あ

が
っ
て
い
た
。
し
か
し
完
成
に

は
二
千
百
万
と
い
う
多
額
の
費

用
が
必
要
で
、
少
年
の
町
に
体

育
館
を
作
る
た
め
市
民
の
善
意

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

☆
火
の
車
で
つ
つ
走
れ
／
・

社
団
法
人
市
民
同
友
会
（
小

林
芳
夫
理
事
長
）
が
こ
の
ほ
ど

二
十
五
周
年
を
迎
え
、
記
念
祝

賀
会
が
十
二
月
十
二
Ｈ
に
六
甲

荘
（
生
田
区
北
野
町
）
で
行
な

わ
れ
た
。
君
本
昌
久
さ
ん
の
司

会
で
進
行
さ
れ
、
小
林
さ
ん
の

挨
拶
な
ど
の
あ
と
、
二
十
五
年

の
経
緯
を
劇
で
綴
っ
た
「
火
の

車
で
つ
つ
走
れ
」
が
市
民
の
学

★
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

神
戸
ゆ
か
り
の
日
本
画
家

村
上
華
岳
展
１
／
妬
１
２
／
型

☆
白
鶴
美
術
館
三
月
中
旬
ま
で
休
館

☆
南
蛮
美
術
館

江
戸
時
代
の
洋
風
版
画２

／
１
１
２
／
型

☆
そ
ご
う
百
貨
店
六
階
美
術
画
廊

東
懲
作
陶
展
２
／
１
１
２
／
躯

柳
海
剛
高
麗
青
磁
作
陶
展

坂
倉
新
兵
術
・
小
野
鐸
癖
曇
岬
程
》
“

東
郷
青
児
小
品
展
２
／
躯
１
２
／
”

☆
大
丸
百
貨
店
四
階
美
術
画
廊

高
級
茶
道
具
名
品
展

１
／
証
１
２
／
５

石
川
晴
彦
仏
画
展
２
／
７
１
２
／
型

現
代
俊
英
作
家
日
本
画
展

２
／
皿
１
２
／
岨

日
本
の
伝
統
工
芸
・
確
銅
職
堰
２
／
恥

☆
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
戸
新
聞
・
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ッ

社
員
合
同
作
品
展
２
／
６
１
２
／
担

神
戸
学
院
大
学
写
真
部
展

２
／
別
１
２
／
調

☆
さ
ん
ち
か
広
場

神
戸
市
立
小
学
校
図
工
展

１
／
弧
１
２
／
５

榊
一
序
乏
錦
極
ナ
ー
学
醸
俸
蝉
確
２
／
四

２
／
７
１
２
／
皿

兵
庫
県
発
明
展
２
／
虹
１
２
／
妬

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
写
真
展

１
／
型
１
２
／
５

神
戸
二
紀
展

太
陽
と
緑
の
道
写
真
鯉
／
７
１
２
／
狸

２
／
必
１
２
／
胡

兵
庫
県
独
立
会
友
展

２
／
虹
１
２
／
邪

☆
安
田
画
廊

西
井
太
得
油
絵
個
展

２
／
５
１
２
／
加

掬
気
会
洋
画
展
２
／
理
１
２
／
Ⅳ

鈴
木
照
三
ド
イ
ッ
ス
ケ
ッ
チ
展

２
／
恥
１
３
／
２

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
光

プ
ラ
ン
ギ
ン
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
複
製
）

エ
ッ
チ
ン
グ
展
１
／
過
’
２
／
３

南
美
会
油
絵
展
２
／
９
１
２
／
班

ラ
フ
ァ
エ
ロ
幼
稚
園
園
児
作
品
展

２
／
お
’
２
／
理

グ
ル
ー
プ
は
ん
つ
も
り
油
詮
展

２
／
鍋
１
３
／
１

諸岡さんを囲んで出版記念パーティ
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白
菜
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
盛
っ
た

カ
ゴ
を
路
上
に
並
べ
た
八
百
屋

さ
ん
が
現
わ
れ
た
。
家
で
栽
培

し
た
野
菜
を
直
売
し
た
り
、
家

族
商
売
で
桃
え
は
小
さ
い
な
が

ら
良
心
的
な
の
か
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
途
中
の
女
性
が
立
ち
寄
る

風
景
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
物

価
高
と
不
安
な
世
相
の
反
映

か
、
見
て
く
れ
よ
り
実
質
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
。昨

年
三
月
か
ら
店
を
出
し
て

１
４３

１

美
術

ガ
イ
ド

い
る
と
い
う
お
じ
さ
ん
に
、
場

所
が
い
い
か
ら
儲
か
る
で
し
ょ

う
と
尋
ね
る
と
「
儲
か
る
と
い

っ
て
も
．
．
…
・
」
と
言
葉
を
に
ご

し
た
が
、
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い

様
子
。
一
月
八
日
大
き
め
の
ミ

カ
ン
十
個
で
二
百
円
だ
っ
た
。

☆
諸
岡
博
熊
「
文
化
開
発
の
す

す
め
」
出
版
記
念
会
開
く

本
誌
〃
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
〃

で
お
た
じ
み
の
諸
岡
博
熊
さ
ん

（
阪
神
外
貿
埠
頭
公
団
工
務
部

長
躯
才
）
が
、
十
二
月
現
代
芸

術
研
究
所
〈
東
京
都
青
山
六
’

一
’
二
三
〉
か
ら
、
市
民
の
左

か
か
ら
文
化
今
ど
と
「
文
化
開
発

の
す
す
め
」
（
二
一
四
頁
八
五

○
円
）
を
出
版
。
ク
リ
ス
マ
ス
の

二
十
五
円
夜
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
バ

ー
グ
″
で
、
一
五
○
名
の
先

輩
、
友
人
が
集
っ
て
、
出
版
記

念
会
が
開
か
れ
た
。

「
行
き
づ
ま
る
機
械
文
明
の

中
か
ら
脱
出
す
る
た
め
、
生
々

し
い
人
間
の
イ
ブ
キ
を
掘
り
起

そ
う
」
と
い
う
岡
本
太
郎
氏
の

テ
ー
プ
ス
ピ
ー
チ
や
九
十
九
黄

人
、
梶
木
豊
二
。
水
谷
頴
介
さ
ん

を
始
め
、
土
木
技
術
関
係
の

人
々
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
揃
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：
…

★
神
戸
っ
子
新
年
号
四
九
ペ
ー
ジ
座
談
会

「
神
戸
を
界
隈
の
あ
る
街
に
」
で
「
食
住

機
能
」
と
あ
る
の
は
「
職
住
機
能
」
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
て
垢
わ
び
し
ま
す
。

★
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
危
頁
）
の
セ
ー

タ
ー
を
愛
読
者
の
方
三
名
繊
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
㈱
の
こ
の

春
の
新
製
品
で
、
カ
ラ
フ
ル
な
春
の
街
に

ふ
さ
わ
し
い
装
い
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
・
電
話
番
号
を
お
書
き
の
上

〒
剛
神
戸
市
生
田
区
東
町
一
一
三
の
一
大

神
ピ
ル
８
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
室
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
２

月
妬
日
〆
切
。

Ⅱ
ｇ
ｐ
■
Ｂ
Ｕ
１
０
０
０
Ｕ
ｒ
Ｕ
９
５
里
■
昼
ｑ
ｄ
■
ｇ
ｏ
ｐ
ｐ
０
０
Ｄ
６
＆
■
４
●
●
０
６
６
０
ｑ
４
ｑ
６
０
Ｐ
ｑ
４
Ｔ
●
Ｇ
３
■
１

実
感
と
，
し
て
、
ど
ん
・
左
事
態
》

に
な
る
の
か
、
は
っ
き
り
し

弁
昏
い
。正

月
休
暇
も
終
る
と
い
っ

せ
い
に
街
に
は
騒
音
が
蘇
え

り
、
空
は
な
ん
と
な
し
煙
り

っ
ぽ
い
。
し
か
し
、
当
然
石

油
不
足
に
よ
る
耐
乏
の
時
期

が
着
々
と
し
の
び
寄
っ
て
い

る
の
は
忘
れ
る
こ
と
は
出
来

な
い
、
少
な
く
と
も
心
の
準

備
だ
け
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

耐
乏
の
時
節
が
く
れ
ば
自

然
に
公
害
も
少
く
な
る
だ
ろ

う
。
皮
肉
な
こ
と
だ
。

〈
Ｙ
〉

っ
た
。
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
き
生
き
と
し
た
発
想
で
文
化

展
開
し
て
行
こ
う
と
い
う
こ
の

本
は
、
神
戸
市
民
の
ご
一
読
を

お
す
す
め
し
た
い
。
〈
お
申
込
み

神
戸
っ
子
編
集
部
へ
〉

☆
古
き
良
き
新
開
地
物
語

神
戸
の
町
を
知
ろ
う
と
思
え

ば
新
開
地
を
知
ら
な
け
れ
ば
知

っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
ほ
ど
「
神
戸
新
開
地
物

語
」
が
、
神
戸
新
聞
社
会
部
の

浜
淵
節
夫
さ
ん
と
の
じ
ぎ
く
文

庫
の
山
本
秀
介
さ
ん
に
よ
り
、

の
じ
ぎ
く
文
庫
よ
り
発
刊
さ
れ

た
。人

々
が
新
開
地
に
集
ま
り
、

十
銭
で
三
本
立
て
や
四
本
立
て

の
映
両
を
見
た
り
、
笑
い
こ
け

る
た
め
劇
場
に
入
っ
た
り
、
十

銭
の
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
で
満
腹
し

た
と
い
う
こ
と
な
ど
古
き
良
き

☆
耐
乏
の
年
だ
と
い
う
が

暖
か
い
和
や
か
な
正
月
で

あ
っ
た
ｌ

神
戸
の
空
も
青
く
澄
ん
で

晴
れ
わ
た
り
、
夜
は
星
が
美

し
い
輝
や
き
を
見
せ
て
く
れ

た
。
や
は
り
、
公
害
の
凄
ま

じ
さ
を
思
い
知
っ
た
。

今
年
は
ひ
と
つ
に
は
石
油

不
足
が
生
活
の
な
か
に
切
実

花時計

1４４

新
開
地
が
お
も
し
る
お
か
し
く

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
千
二
百
円
。

☆
白
と
黒
の
お
し
ゃ
れ
な
世
界

女
性
を
美
し
く
み
せ
る
最
高

の
色
と
さ
れ
る
、
内
と
黒
だ
け

の
商
品
を
集
め
た
ブ
テ
ィ
ッ
ク

が
三
宮
に
登
場
。
お
し
ゃ
れ
な

女
性
に
注
Ⅲ
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
拡
張
新
装
し
た
神
戸
阪

急
（
雪
弧
’
三
五
二
一
）
に
コ

ー
ト
、
ド
レ
ス
、
セ
ー
タ
ー
か

ら
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
靴
ま
で
す

べ
て
モ
ノ
カ
ラ
ー
で
統
一
さ
れ

た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
モ
ノ
。
ル
ー

ル
に
し
ば
ら
れ
な
い
自
由
な
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

ス
タ
ッ
フ
は
充
実
し
た
商
品
セ

レ
ク
ト
に
非
常
な
熱
の
入
れ
よ

』
フ
。あ

な
た
も
一
度
の
ぞ
い
て
見

る
べ
き
で
は
。

に
、
い
や
猛
烈
な
格
好
で
迫

っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
あ
た
り
で
は
、

十
時
に
は
絶
対
の
緊
急
使
用

を
の
ぞ
い
て
、
送
電
を
し
な

い
と
い
う
。
つ
ま
り
ロ
ウ
ソ

ク
生
活
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
週
二
日
の
休
日

は
週
休
三
日
に
な
り
、
体
ｎ

の
マ
イ
カ
ー
使
用
は
全
面
禁

止
と
い
っ
た
徹
底
的
な
節
約

を
実
施
し
て
い
る
。

ま
だ
、
Ｈ
本
で
は
そ
れ
程

の
率
態
に
は
い
た
っ
て
い
た

い
の
で
、
し
き
り
に
耐
乏
の

時
代
だ
と
い
っ
て
は
い
て
も

梅
新
束
ピ
ル
七
階

自
切
ぽ
急
ｌ
“
霞
Ｉ
隠
鮭
ｌ
『
（
代
）

月
刊
オ
ー
ル
関
西
編
集
部

大
阪
市
北
区
梅
ケ
枝
町
八
○

２

白と黒でおしやれを. ノブテイツク・モノ

☆
新
し
い
関
西
を
創
造
す
る
総
合
雑
誌

蕊
〈
２
月
号
予
告
〉

☆
グ
ラ
ビ
ア
「
女
の
四
季
」
星
由
里
子

″
『
万
葉
記
」
⑪
犬
養
孝

″
「
関
西
の
建
築
家
」

西
山
卯
三
、
浦
辺
鎮
太
郎
他

″
「
私
の
散
歩
道
」
山
口
華
楊

塚
本
英
世
、
嘉
納
正
治

″
「
牌
ロ
ュ
観
講
隠
色
＆
＄
」

松
井
正

☆
と
の
人
と
の
時

大
月
秀
夫
他

☆
連
戦
対
談
⑳
鴨
居
玲

中
西
勝

☆
商
売
の
最
前
線
「
モ
ロ
ゾ
フ
」

☆
大
阪
芸
術
大
学
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る

放
送
学
科

☆
「
織
田
作
之
助
伝
」
⑳

大
谷
晃
一

☆
「
競
馬
酔
狂
連
」
最
終
回

新
橋
遊
吉

☆
「
大
阪
も
の
が
た
り
」
⑥

請
演
恒
夫

☆
「
夕
ぐ
れ
に
蔀
を
植
ゑ
て
」

⑤
足
立
巻
一

☆
小
噺
エ
ロ
チ
カ
大
門
克

☆
ド
ク
タ
ー
エ
ッ
セ
イ木崎
国
嘉

☆
「
現
代
と
伝
統
」
②吉田

光
邦
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１１: Ｏ０ＡＭ～９：３ＯＰＭ
第三水曜日
(07 8 ) 3 9 1 - 5 3 1 9

ア
サ
／
ヒ
ビ
ー
ル
特
約
代
理
店

1４５

☆ちゃん二鍋でモリモリカを

☆とにかく遠慮はせずに

ダイナミックに食べよう／

●
お
酒
の
殿
堂

営業時間
定イ木日

壷

酒類調味食品問屋

さんちか味ののれん街

元町ファーストピル2 Ｆ
ＴＥＬ３９１－９７１２

ＳＵＮＦＬＯＯＲ３Ｆ
ＴＥＬ３３１－１７１２

蕊
⑳神戸酒類販売株式会社
本店．生田区中山手通１丁目７６

ＴＥＬ(0 7 8 ) 3 2 1 - 0 2 0 1 (代表）
支店・西宮・垂水・兵庫

茶房あじさい
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こ
の
三
紀
会
の
重
鎮
は
、
射
す
く
め
る
よ
う
な
眼
で
支
局
長
を

と
ら
え
た
あ
と
、
す
ぐ
に
表
情
を
た
ご
ま
せ
た
。

「
私
を
選
ん
で
頂
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
せ
い
ぜ

い
、
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
取
組
ん
で
み
ま
す
」
・

日
ご
ろ
は
、
い
か
に
も
神
戸
ら
し
い
、
ひ
ど
く
社
交
的
な
画
家

せ
り
ふ

で
あ
る
。
こ
う
い
う
紋
切
型
の
、
か
し
声
」
ま
っ
た
科
白
を
口
に
す

る
の
は
、
め
っ
た
に
な
い
こ
と
だ
。

亀

神
戸
支
局
は
、
入
口
か
ら
対
角
線
の
と
こ
ろ
に
、
支
局
長
の
机

が
あ
る
。

そ
の
す
ぐ
横
の
ソ
フ
ァ
で
、
来
客
と
談
笑
し
て
い
る
石
津
支
局

長
の
後
頭
部
が
見
え
た
。
来
客
は
、
長
髪
で
、
ひ
げ
を
長
く
の
ば

し
て
い
る
。
ｌ
そ
の
顔
を
ひ
と
ｕ
み
た
だ
け
で
、
地
元
の
耐

き
ら

家
、
吉
良
陽
之
介
と
わ
か
っ
た
。

一
瞬
た
め
ら
っ
た
あ
と
、
戸
波
は
、
ま
っ
す
ぐ
支
局
長
席
に
歩

を
進
め
た
。

「
お
う
、
戸
波
か
」

ひ
ど
く
ふ
つ
き
れ
た
表
情
で
見
上
げ
る
と
、
支
局
長
は
す
ぐ
客

へ
視
線
を
返
し
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
。
念
を

押
す
よ
う
で
す
が
、
こ
の
仕
事
は
当
分
ど
な
た
に
も
内
密
に
：
…
・
」

「
わ
か
っ
て
ま
す
」

蛾

連
載
小
説
嘘

十
承
だ

〈
５
〉
七
人
の
侍

あ
ら
す
じ
昭
和
四
十
五
年
秋
１
．
毎
朝
新
聞
神
戸
支
局
の
戸
波
峻
記
者
は
、

地
元
の
大
手
企
業
兵
庫
製
鉄
の
公
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
わ
る
よ
う
石
津
支
局
長
に

命
じ
ら
れ
た
。
新
聞
の
む
な
し
さ
を
知
り
仕
事
に
意
欲
を
失
っ
て
い
た
戸
波
は
、
こ

れ
を
断
っ
て
バ
ー
の
女
ユ
カ
と
の
情
事
に
溺
れ
て
ゆ
く
。

た
ま
た
ま
、
兵
庫
製
鉄
の
下
請
会
社
に
つ
と
め
る
堂
本
敏
夫
の
無
罪
判
決
の
記
恥

を
書
く
が
、
こ
の
た
め
に
堂
本
の
前
歴
が
パ
レ
、
会
社
は
堂
本
を
解
雇
す
る
。
復
職

の
嘆
願
に
行
っ
た
戸
波
は
、
か
つ
て
酔
っ
払
い
に
か
ら
ま
れ
て
救
っ
て
や
っ
た
兵
賑

製
鉄
秘
書
課
の
細
川
亜
紀
子
と
再
会
す
る
。
あ
る
朝
、
戸
波
は
ユ
カ
の
洗
濯
も
の
に

一
面
に
付
着
す
る
黒
い
遜
点
に
気
付
く
。
そ
れ
は
兵
庫
製
鉄
の
降
下
ぱ
い
じ
ん
だ
っ

た
Ｉ
。

葉
月
一
郎
ぇ
・
小
西
保
文

開ﾛ

’
4６
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（
な
に
か
、
よ
ほ
ど
重
い
仕
事
を
依
頼
さ
れ
た
ら
し
い
な
）

戸
波
は
、
吉
良
阿
伯
を
眼
で
見
送
る
と
、
す
ぐ
支
局
長
の
表
情

を
う
か
が
っ
た
。

さ
め
た
コ
ー
ヒ
ー
を
ま
ず
そ
う
に
す
す
る
。
ま
ぶ
し
そ
う
に
見

上
げ
、
戸
波
に
椅
子
を
す
す
め
る
。
タ
バ
コ
を
く
わ
え
る
。
一
呼

吸
お
く
と
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
支
局
長
は
肩
で
笑
っ
た
。

「
吉
良
セ
ン
セ
、
え
ら
い
緊
張
し
と
っ
た
な
あ
」

「
…
…
？
．
」

「
兵
庫
製
鉄
の
公
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
や
っ
て
く
れ
、
い
う
て
注

文
し
た
ん
や
』

「
え
？
あ
の
間
伯
に
…
…
」

「
画
伯
に
、
じ
ゃ
な
い
。
東
神
戸
の
住
民
で
、
た
ま
た
ま
絵
の
才

能
を
持
っ
た
人
と
し
て
、
や
」

「
…
・
・
・
？
．
」

『
公
害
問
題
は
、
特
定
の
政
党
と
か
、
一
部
の
新
聞
だ
け
が
駁
い

だ
っ
て
、
ど
う
に
も
な
ら
ん
。
住
民
み
ん
な
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
受
け
と
め
て
社
会
に
訴
え
て
い
く
。
そ
れ
し
か
な
い
ん
や
を

い
か
な
」

そ
こ
で
支
局
長
は
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
苦
笑
し
た
。

「
演
説
し
て
る
場
合
や
な
い
な
。
…
…
つ
ま
り
、
あ
の
セ
ン
セ
イ

に
は
、
赤
い
煙
を
出
し
て
る
工
場
や
ら
、
町
の
被
害
状
態
を
何
枚

か
絵
に
し
て
も
ら
う
。
う
ち
は
、
そ
れ
を
紙
面
に
連
日
の
せ
て
ゆ

く
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
や
」

戸
波
は
、
心
の
巾
で
う
め
い
て
い
た
。

吉
良
阿
伯
は
、
す
で
に
、
い
く
つ
か
の
賞
を
と
り
、
中
央
に
も

か
な
り
名
が
通
っ
て
い
る
。
そ
の
知
名
度
と
絵
の
力
量
を
、
い
わ

ば
〃
利
用
″
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
そ
し
て
而
伯
の
築
い
て
き
た

化
烏
風
月
の
静
か
な
画
調
を
ぶ
ち
こ
わ
し
、
社
会
派
画
家
へ
と
テ

コ
入
れ
す
る
考
え
な
の
だ
。

ご
う
ま
ん

こ
の
支
局
長
が
、
ひ
ど
く
倣
慢
な
男
に
み
え
た
。
鼻
も
ち
な
ら

ぬ
自
信
家
と
写
っ
た
。

が
、
戸
波
は
、
心
の
中
の
小
さ
な
畦
を
、
自
ら
乗
り
こ
え
た
。

そ
し
て
、
胸
の
中
を
一
気
に
吐
き
出
し
て
い
た
。

「
支
局
長
、
僕
、
こ
の
仕
事
、
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」

「
う
む
？
う
む
。
ど
う
や
ら
、
そ
の
気
に
、
な
っ
て
く
れ
た
な
」

「
い
ろ
い
ろ
勝
手
な
こ
と
を
い
い
ま
し
た
け
ど
、
や
り
ま
す
」

「
右
は
な
、
こ
の
企
画
に
欠
か
せ
な
い
人
間
や
。
は
じ
め
か
ら
、

そ
う
決
め
て
い
た
よ
、
お
れ
は
」

な
ぜ
戸
波
の
心
が
変
っ
た
の
か
、
支
局
長
は
聞
き
も
し
な
い
。

「
お
い
。
や
っ
ぱ
り
、
め
し
食
お
う
。
『
糸
平
』
の
ウ
ナ
ギ
、
お
ご

る
で
」あ

と
に
続
き
な
が
ら
、
戸
波
は
自
分
の
心
が
、
ひ
ど
く
平
担
に

在
っ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
い
ま
ま
で
の
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
気
持

が
消
え
て
、
幼
児
の
よ
う
な
柔
順
さ
に
還
っ
て
い
る
の
を
意
識
し

た
。（

こ
れ
も
、
ユ
カ
の
お
か
げ
だ
ろ
う
）

け
さ
、
ユ
ヵ
の
洗
濯
も
の
に
付
着
し
て
い
た
、
生
き
も
の
の
よ

う
漆
黒
点
１
．

工
場
へ
押
し
か
け
て
、
抗
議
し
た
い
く
ら
い
よ
’
い
童
に
も

泣
き
出
し
た
い
よ
う
に
、
ユ
カ
は
頬
を
ゆ
が
め
て
い
た
。

「
世
の
中
っ
て
、
黙
っ
て
た
ら
、
抄
ち
っ
と
も
よ
く
な
ら
な
い
み
た

い
」無

口
で
、
ア
カ
抜
け
し
な
い
娘
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
吐
き
出

し
た
こ
と
ば
。
そ
れ
が
、
ど
ん
な
に
戸
波
の
胸
を
揺
さ
ぶ
っ
た
こ

と
か
。

い
な
か

宮
崎
県
の
、
南
端
に
近
い
片
田
企
画
か
ら
、
た
い
し
た
ツ
テ
も
ま

く
神
戸
へ
出
て
き
た
。
郷
里
に
は
、
老
い
た
母
と
、
職
場
の
事
故
で

右
手
を
切
断
し
た
兄
が
彼
女
の
仕
送
り
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
。

名
も
な
く
、
力
も
な
く
、
羽
根
を
や
す
め
る
杯
も
満
足
で
は
な

い
女
ひ
と
り
１
．

戸
波
は
、
恥
じ
た
。

新
聞
記
者
は
、
一
刻
も
早
く
、
任
地
の
土
地
に
慣
れ
、
そ
の
町

の
人
の
心
を
心
と
す
べ
し
。

そ
の
占
め
か
し
い
教
訓
を
、
忘
れ
て
い
た
よ
う
左
気
が
す
る
。

い
や
、
五
年
も
神
戸
に
い
る
こ
と
で
、
も
う
街
の
す
べ
て
を
理
解

し
、
〃
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
″
つ
も
り
で
い
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。と

こ
ろ
が
、
現
実
は
、
ピ
シ
ャ
リ
と
戸
波
に
平
手
打
ち
を
く
わ

７
１
４
１
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「
な
に
を
考
え
と
る
ん
や
」

ふ
と
い
声
で
、
わ
れ
に
還
る
。

テ
ー
ブ
ル
越
し
に
支
局
長
の
細
い
眼
が
笑
っ
て
い
た
。

１
４８

１

「
お
前
さ
ん
の
分
ま
で
、
い
た
だ
い
た
よ
」

「
な
に
を
、
で
す
か
」

い
ぎ
も

「
ウ
ナ
ギ
の
生
き
肝
や
。
大
い
に
精
力
つ
け
て
、
断
岡
か
ち
と
ら

に
ゃ
い
か
ん
か
ら
な
」

支
局
長
は
、
労
組
の
委
員
長
み
た
い
な
口
調
に
な
っ
た
。

「
も
っ
と
も
、
こ
の
と
こ
ろ
、
お
前
さ
ん
の
方
が
若
干
ジ
ジ
く
さ

か
つ
た
け
ど
左
」

「
す
み
ま
せ
ん
」

す
ん
な
り
と
謝
れ
た
。

「
つ
い
で
に
、
お
願
い
が
あ
り
ま
す
」

「
な
ん
や
。
ゼ
ニ
以
外
な
ら
、
聞
い
て
や
る
」

「
ひ
と
り
就
職
口
、
世
話
し
て
ほ
し
い
の
で
す
」

「
だ
れ
の
や
。
女
か
」

「
い
え
、
男
で
す
」

気
が
か
り
た
こ
と
は
、
い
っ
さ
い
片
付
け
て
、
仕
事
に
か
か
り

た
い
。
そ
れ
に
は
第
一
に
、
あ
の
堂
本
敏
夫
の
勤
め
口
だ
。

戸
波
は
、
手
短
か
に
、
堂
本
の
一
件
を
報
告
し
た
。
無
罪
判
決

を
書
い
た
ば
っ
か
り
に
、
職

を
失
っ
た
男
の
救
済
方
法
…

Ｏ「
な
に
？
相
手
は
兵
庫
製
鉄

の
下
請
け
か
」

そ
り
ゃ
、
絶
対
に
放
っ
て

お
け
ん
意
１
つ
蕊
や
く
よ

う
に
い
う
と
、
支
局
長
は
蒲

焼
を
一
気
に
口
の
中
へ
押
し

こ
ん
だ
。

「
よ
し
、
お
れ
に
ま
か
し
と

け
」不

思
議
な
男
で
あ
る
。

ひ
ど
く
頼
も
し
い
か
と
思

う
と
、
急
に
、
な
に
も
か
も

あ
ぷ危

た
つ
か
し
く
み
え
る
。
純

情
一
徹
と
、
ど
う
し
よ
う
も

せ
た
。兵

庫
製
鉄
の
公
害
を
、
決
し
て
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
ま
い
。

多
分
、
あ
の
程
度
だ
ろ
う
と
、
勝
手
に
頭
の
中
で
決
め
て
し
ま
っ

て
い
た
の
だ
。

（
こ
れ
は
、
ひ
ど
い
。
こ
の
汚
れ
を
、
訴
え
な
く
て
、
ど
う
す
る

の
か
）ユ

カ
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
鼻
先
へ
突
き
つ
け
て
く
れ
た
被
審

の
告
発
状
。
そ
れ
を
、
肌
で
受
け
と
め
た
。

「
ぼ
ん
ま
や
な
あ
。
黙
っ
て
た
ら
、
何
ひ
と
つ
、
よ
く
な
ら
な
い

な
あ
」そ

う
だ
。
声
を
上
げ
よ
う
。
無
力
な
住
民
と
肩
を
組
ん
で
、
叫

ん
で
み
る
こ
と
だ
。
少
な
く
と
も
、
「
な
に
も
し
な
い
こ
と
」
よ

り
、
は
る
か
に
意
義
は
あ
る
Ｉ
。
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あ
く
る
日
１
．

二
回
目
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
打
合
せ
会
は
、
か
な
り
の
熱
気
が
こ

も
っ
た
。

惟
民
の
カ
ル
テ
ー
被
害
状
況
の
取
材
に
と
り
か
か
っ
て
い
た

松
岡
記
者
は
、
も
う
い
く
つ
か
の
話
題
を
抱
え
て
帰
っ
て
い
た
。

「
生
後
一
年
半
の
こ
ど
も
で
す
が
ね
、
完
全
な
小
児
ぜ
ん
そ
く
で

す
。
島
根
県
の
郷
里
へ
連
れ
て
帰
る
と
ピ
タ
ッ
と
直
る
ん
で
す

が
、
も
ど
っ
て
き
た
ら
元
通
り
。
医
者
は
、
灘
に
住
ん
で
る
限
り

ア
カ
ン
い
う
て
ま
す
わ
」

町
医
者
を
十
数
軒
回
っ
た
、
と
〃
早
耳
の
松
ち
ゃ
ん
″
は
、
び

っ
し
り
メ
モ
を
つ
づ
っ
た
ノ
ー
ト
を
見
せ
た
。

八
木
沢
記
者
は
驚
く
べ
き
事
実
を
、
淡
々
と
報
告
し
た
。

「
先
月
、
市
役
所
と
兵
庫
製
鉄
が
結
ん
だ
公
害
防
止
協
定
で
す
が

ね
、
完
全
に
馴
れ
合
い
で
す
わ
。
工
場
を
監
視
し
て
、
立
入
り
検

査
も
で
き
る
と
い
う
住
民
代
表
を
つ
く
っ
た
の
は
い
い
の
で
す

が
、
そ
の
代
表
に
下
請
会
社
の
社
長
ク
ラ
ス
が
二
人
も
入
っ
て
る

ん
で
す
よ
」

「
そ
り
ゃ
、
ひ
ど
い
な
。
何
故
そ
ん
な
…
…
」

「
下
請
の
幹
部
は
、
あ
の
地
元
の
自
治
会
組
織
を
に
ぎ
っ
て
ま
す

か
ら
ね
、
自
然
に
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
早
く
か
ら
手
が
打

た
れ
て
い
た
わ
け
で
す
ま
」

八
木
沢
は
メ
ガ
ネ
を
光
ら
せ
る
と
、
頭
を
か
い
た
。

「
い
や
、
お
恥
ず
か
し
い
◎
協
定
が
で
き
た
と
き
、
住
民
の
立
入

り
権
が
認
め
ら
れ
た
の
は
画
期
的
な
収
穫
だ
、
な
ん
て
ほ
め
て
書

い
た
の
は
、
こ
の
僕
で
す
か
ら
ね
え
」

デ
ク
ス

泉
田
次
長
が
、
ニ
コ
リ
と
も
せ
ず
に
い
っ
た
。

「
だ
か
ら
、
あ
の
と
き
、
お
れ
は
〃
た
ん
か
、
に
お
う
ぞ
。
裏
が

あ
る
ん
じ
ゃ
ね
え
か
″
っ
て
、
注
意
し
た
だ
ろ
う
」

支
局
長
が
、
あ
と
を
引
き
と
っ
た
。

「
よ
し
、
そ
の
お
わ
び
も
ふ
く
め
て
、
今
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

カ
ラ
ク
リ
を
洗
い
ざ
ら
い
書
い
て
い
こ
う
。
そ
れ
は
そ
う
と
、
八

木
沢
君
、
社
長
の
会
見
の
方
は
、
ど
う
な
っ
た
」

「
え
え
、
申
入
れ
て
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
電
話
で
催
促
し
て
る

ん
で
す
が
、
い
っ
こ
う
に
ラ
チ
が
あ
か
ん
の
で
す
」

「
電
話
？
電
話
み
た
い
な
も
ん
、
あ
か
ん
。
出
か
け
て
い
け
。

い
い
な
。
秘
書
で
も
広
報
で
も
、
総
務
で
も
何
で
も
い
い
。
足
を

’
4９

な
い
キ
ザ
な
一
面
と
が
同
居
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
と
ら
え

ど
こ
ろ
の
漆
い
大
人
こ
ど
も
１
．

ご
本
人
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
蒲
焼
を
平
ら
げ
る
と
「
も
う
一

人
前
追
加
す
る
か
」
と
、
店
の
親
父
の
方
を
眺
め
て
い
る
。

「
大
丈
夫
で
す
か
」

「
う
む
？
就
職
か
。
心
配
す
る
な
」

さ
い
ふ

「
い
え
、
財
布
で
す
」

「
バ
カ
野
郎
。
よ
け
い
な
お
世
話
だ
」

「
そ
れ
に
．
…
．
．
」

ま
だ
あ
る
の
か
、
と
い
う
ふ
う
に
、
戸
波
を
軽
く
に
ら
む
。
そ

の
三
日
月
の
よ
う
な
眼
へ
、
戸
波
は
胸
の
底
を
ぶ
つ
け
て
い
た
。

「
今
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
せ
っ
か
く
書
い
て
も
、
本
社
で

つ
ぶ
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
」

反
射
的
に
、
支
局
長
の
表
情
が
硬
く
な
っ
た
。
〃
凍
っ
た
″
と

戸
波
の
眼
に
映
っ
た
ほ
ど
だ
。

は
じ
め
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
と
き

側
じ
質
問
を
し
た
の
を
思
い
出
す
。
あ
の
と
き
も
、
こ
の
上
司
は

声
を
荒
ら
く
し
た
：
。
…
。

だ
が
、
こ
ん
ど
は
違
っ
た
。

表
情
は
、
瞬
く
う
ち
に
た
ご
ん
だ
。

「
そ
ん
な
こ
と
は
、
君
ら
が
心
配
せ
ん
で
い
い
」

さ
と

声
も
、
荒
ら
く
な
い
。
む
し
ろ
諭
す
よ
う
な
柔
ら
か
さ
が
感
じ

ら
れ
る
。

「
支
局
長
ち
ゅ
う
の
は
な
、
そ
う
い
う
と
き
の
た
め
に
、
お
る
ん

や
。
ま
あ
、
ま
か
し
と
け
よ
」

し
か
し
、
そ
の
頬
が
少
し
ず
つ
硬
く
な
っ
て
ゆ
く
の
を
戸
波
は

見
た
。
少
な
く
と
も
、
ウ
ナ
ギ
を
む
し
ゃ
む
し
ゃ
頬
ば
っ
て
い
る

と
き
と
は
別
人
の
よ
う
な
、
近
寄
り
難
い
表
情
で
あ
る
。

（
支
局
長
、
や
は
り
賭
け
て
い
る
な
）

お
も

わ

確
信
に
似
た
想
い
が
、
地
下
水
の
よ
う
に
湧
き
上
が
っ
て
き
た
。
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作
者
近
況

運
ん
で
、
足
で
引
き
ず
り
出
す
つ
も
り
で
交
渉
し
て
く
れ
。
ダ
メ

な
ら
、
お
れ
が
行
く
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

軽
く
唇
を
か
ん
で
、
八
木
沢
が
う
な
づ
く
。
八
木
沢
だ
け
で
は

さ
む
ち
い

ま
い
。
七
人
の
侍
と
呼
ば
れ
る
記
者
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
胸
に
、

そ
の
気
迫
が
響
い
た
。

釜
の
水
が
次
第
に
温
度
を
上
げ
、
沸
点
へ
近
づ
く
よ
う
に
、
部

屋
の
熱
気
が
密
度
を
挫
く
し
て
い
っ
た
。

店
へ
入
っ
て
き
た
戸
波
を
認
め
る
と
、
か
げ
り
の
あ
る
微
笑
を

一
瞬
、
頬
に
走
ら
せ
た
。
そ
れ
が
特
徴
の
長
い
髪
が
ゆ
ら
り
と
揺

れ
た
。し

か
し
、
歓
迎
の
こ
と
ば
は
、
な
い
。
当
然
現
れ
る
も
の
と
決

め
こ
ん
で
い
た
よ
う
な
、
む
し
ろ
ど
こ
か
投
げ
や
り
な
姿
勢
さ
え

う
か
が
え
た
。

「
ど
う
も
」

Ｆ

並
ん
で
カ
ウ
ン
タ
ー
に
す
わ
る
。

「
ど
う
も
」

お
か

同
じ
こ
と
ば
を
返
す
と
、
亜
紀
子
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
巾
の
、
女

み将
ら
し
い
女
に
声
を
か
け
た
。

「
お
か
わ
り
。
そ
れ
か
ら
、
こ
ち
ら
に
も
水
割
り
」

戸
波
の
中
に
、
む
く
む
く
と
好
奇
心
が
頭
を
も
た
げ
た
。

「
酒
、
強
い
ん
だ
ね
」

亜
紀
子
は
、
チ
ラ
と
顔
を
上
げ
、
か
す
か
に
肩
を
す
く
め
た
。

「
軽
蔑
な
さ
る
？
」

「
別
に
。
し
か
し
、
な
ぜ
、
僕
を
…
…
」

「
退
屈
し
た
か
ら
。
で
も
、
あ
な
た
、
忙
し
か
っ
た
ん
で
し
よ
」

「
い
や
、
も
う
済
ん
だ
」

「
そ
ん
な
こ
と
、
な
い
は
ず
で
す
わ
。
だ
っ
て
、
あ
な
た
も
ウ
チ

さ
む
ら
い

の
会
社
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
す
る
〃
七
人
の
侍
″
の
一
人
な
ん
で
し

よ
。
こ
ん
な
と
こ
で
、
飲
ん
で
る
ヒ
マ
、
な
い
の
と
違
い
ま
す

か
」あ

つ
’
と
心
の
底
で
叫
皐
．

も
う
知
っ
て
い
る
。
兵
庫
製
鉄
の
女
性
社
員
に
さ
え
、
ひ
そ
か

に
発
足
し
た
〃
七
人
の
侍
″
の
こ
と
が
耳
に
入
っ
て
い
る
．
…
：
。

な
ん
と
い
う
こ
と
だ
。

〃
敵
″
の
手
ご
わ
さ
を
、
立
上
が
り
に
い
き
な
り
思
い
知
ら
さ

れ
た
感
じ
で
、
戸
波
は
か
す
か
に
う
ろ
た
え
て
い
た
。
（
つ
づ
く
）

戸
波
に
電
話
が
か
か
っ
た
の
は
、
そ
の
会
議
が
終
る
こ
ろ
だ
っ

た
。「

お
忘
れ
に
な
っ
た
か
し
ら
。
私
、
細
川
で
す
。
細
川
亜
紀
子
で

す
」「

あ
、
兵
庫
製
鉄
の
．
．
…
・
」

午
後
の
七
時
を
回
っ
て
い
る
。
い
ま
ご
ろ
、
何
の
用
事
が
あ
る
、

と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

軽
い
、
し
の
び
笑
い
の
声
が
受
話
器
か
ら
届
く
。

狸

「
旭
、
出
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
？
食
躯
で
も
差
上
げ
た
い
の

で
す
け
ど
…
…
」

「
え
え
。
で
も
…
…
」

「
こ
の
間
の
、
お
礼
も
ふ
く
め
て
、
い
ち
ど
、
是
非
と
思
っ
て
た

ん
で
す
よ
」

「
お
礼
な
ん
て
、
そ
ん
な
…
…
」

「
じ
ゃ
、
お
礼
は
抜
き
。
私
、
ひ
と
り
で
、
退
屈
し
て
る
の
。
待

っ
て
ま
す
わ
」

店
の
名
前
だ
け
告
げ
る
と
、
電
話
は
一
方
的
に
切
れ
た
。

ど
こ
か
舌
打
ち
し
た
い
気
持
と
、
兵
庫
製
鉄
秘
書
課
と
い
う
肩

書
へ
の
魅
惑
と
が
、
戸
波
の
な
か
で
争
っ
た
。
し
か
し
、
タ
バ
コ

を
一
本
、
吸
い
終
る
こ
ろ
に
は
、
職
業
意
識
が
勝
っ
て
い
た
。

亜
紀
子
が
〃
指
定
″
し
た
店
は
、
花
隈
に
あ
る
。
一
流
料
亭

が
、
棟
続
き
に
新
築
し
た
和
風
ス
タ
ン
ド
で
、
店
の
名
も
「
花
く

ま
」
と
い
っ
た
。

そ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
一
番
奥
に
、
亜
紀
子
が
い
た
。
予
告
し
た

通
り
、
ひ
と
り
で
グ
ラ
ス
を
傾
け
て
い
た
。

・
毎
識
謡
憩
睡
‐
、
悪
癖
綿
認
蝿
翻
，
癖
蝿
．
．
錐
溌
瞬
瞬
郷
騨
翻
課
群 瀞

葉
月
一
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
は
、
ち
ょ
っ
と
わ

か
り
に
く
い
が
、
重
森
守
さ
ん
（
朝
日
新
聞
元

神
戸
支
局
長
、
現
大
阪
本
社
編
集
委
員
）
と
い

え
ば
「
神
戸
の
川
人
」
や
「
は
だ
か
の
記
者
」

で
神
戸
に
お
な
じ
み
の
社
会
派
。
一
月
十
三
日

朝
日
新
聞
学
芸
部
の
川
奈
紀
美
記
者
と
神
戸
で

結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ノ
．

｜
菰
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画三宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 6 . 3 3 1 - 0 5 7 2

画新開地店
ＴＥＬ５７６－１１９１

国平野店（平野市場内）
ＴＥＬ3 8 1 - 0 8 2 1

画三宮センター街サンプラザピル
ＴＥＬ3 9 1 - 3 7 9 3

’

慧言Ｉノー

ＢＡＲ
ツド

一Ｌ

環

ト
ア
ロ
ー
ド

!、＝

おいしき力雰
口いつぱいに
ひろ力ぎる……

神戸市生田区山本通３丁目回教寺院前垂２４２．０１３１

本場の味ゴックスタッドとは
ヴテイキングとよ ( まれ
た、彼らの船のひとつ
で- ず。きあ、あなたも
ゴックスタッドで豪快
に出帆しませんか。杯
をくみかわし、世界の
民族音楽にのって川] １１
への旅立ちを語りあい
ましょう。
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マトン・ポーク・チキ
ン・ビーフ・えび・い
力コーフイヅシユ ･ ミッ
クス6 0 0 円～８００１１ｊ
水割( ＯＬＤ) 4 0 0 1 1 J 、ビ
ール3 0 0 円、特製料理
各種あり６６: ００Ｐ. Ｍ・～
２：００Ａ. Ｍ、毎週水峨日
は休み。
ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ＆
ゴックスタ、』

異

Gｐ ｜車山羊･ 角『
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曲
線
ハ
イ
ウ
エ
イ

〔
あ
ら
す
じ
〕
東
名
高
速
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
多
木
洋
介
は
神
戸
の
女
性
宇

津
康
子
と
知
合
い
、
逢
瀬
を
重
ね
る
う
ち
に
康
子
に
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。
あ
る

日
友
人
岡
本
和
彦
と
共
に
神
戸
へ
き
た
多
木
は
康
子
に
会
え
ず
、
彼
女
の
面
影

に
似
た
辰
野
英
子
を
紹
介
さ
れ
、
六
甲
山
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
。
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
情
景
に
誘
わ
れ
て
英
子
を
抱
き
し
め
た
多
木
の
胸
に
、
初
め
て
砿

じ
る
い
と
お
し
さ
が
つ
の
り
、
そ
の
夜
二
人
は
愛
し
あ
っ
て
別
れ
た
。

そ
ん
な
時
突
如
と
し
て
康
子
か
ら
電
話
が
あ
り
、
多
木
と
康
子
は
二
人
の
愛

を
確
か
め
あ
っ
た
。
翌
朝
、
風
の
よ
う
に
去
っ
て
い
っ
た
康
子
を
追
い
神
戸
に

き
た
筈
の
多
木
は
、
岡
本
の
早
呑
み
込
み
と
神
戸
の
雰
岨
気
の
中
で
英
子
を
捜

し
て
い
る
自
分
に
気
付
い
た
。
英
子
を
み
つ
け
た
多
木
は
淡
路
島
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
に
出
か
け
た
が
、
そ
の
帰
り
に
中
年
の
男
と
寄
り
そ
っ
て
歩
い
て
い
る
康
子

を
目
撃
し
た
。
そ
の
衝
撃
を
負
っ
て
帰
京
し
た
多
木
の
も
と
に
康
子
か
ら
の
服

託
の
な
い
電
話
が
入
っ
た
。
十
日
間
の
休
暇
を
え
た
多
木
は
、
北
海
道
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
に
雄
子
と
出
か
け
、
札
幌
か
ら
海
岸
沿
い
の
国
道
を
通
り
、
さ
い
は
て

の
村
島
牧
に
向
っ
た
。
そ
の
村
は
、
難
病
に
か
か
っ
た
象
の
花
子
が
温
泉
で
闘

病
し
て
い
る
こ
と
で
、
か
つ
て
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

島
牧
に
つ
い
た
二
人
は
、
花
子
を
見
舞
い
花
子
の
世
話
を
し
て
い
る
Ｓ
氏
と

親
し
く
な
っ
た
。
Ｓ
氏
を
招
い
て
夕
食
を
共
に
し
、
動
物
談
議
か
ら
愛
と
性
へ

と
話
は
発
展
し
た
。
二
泊
し
て
二
人
は
帰
京
し
た
。
帰
京
し
た
多
木
に
爽
子
か

ら
電
話
が
あ
り
、
東
京
へ
遊
び
に
い
く
と
い
う
。
Ｏ
Ｋ
し
た
多
木
は
、
新
幹
線

東
京
駅
ま
で
出
迎
え
、
二
人
は
若
者
の
街
、
ジ
ョ
ウ
ジ
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
そ

の
夜
、
多
木
と
英
子
は
久
し
ぶ
り
に
た
が
い
の
愛
と
性
を
燃
や
し
た
。

英
子
は
、
多
木
と
三
日
す
ご
し
て
、
帰
神
し
た
。
多
木
は
、
富

士
、
箱
根
、
伊
豆
の
ド
ラ
イ
ブ
に
英
子
を
誘
い
、
そ
の
夜
は
、
箱

根
の
芦
ノ
湖
畔
の
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
。
英
子
に
は
、
伊
豆
は
は
じ

武
田
繁
太

え
・
横
塚

連
載
小
説
〈
盤
〉

’
5２

繁郎

め
て
の
旅
で
あ
っ
た
。

英
子
は
、
ま
た
、
新
幹
線
で
神
戸
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。
多
木
は

東
京
駅
ま
で
見
送
り
に
い
っ
た
。

「
ほ
ん
と
う
に
、
た
の
し
か
っ
た
わ
。
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ

て
」発

車
の
ベ
ル
に
は
ま
だ
す
こ
し
間
の
あ
る
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
、
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英
子
は
、
多
木
の
顔
を
仰
い
で
、
礼
を
言
っ
た
。

「
い
や
。
ぼ
く
も
、
た
の
し
か
っ
た
よ
。
や
っ
ぱ
り
、
君
が
き
て

く
れ
て
よ
か
っ
た
。
あ
の
す
き
焼
き
の
味
、
す
て
き
だ
っ
た
」

多
木
も
、
英
子
の
心
づ
か
い
に
、
感
謝
し
た
か
っ
た
。

発
車
が
ち
か
づ
い
た
。

「
じ
ゃ
、
気
を
つ
け
て
」

「
え
え
、
じ
ゃ
ね
」

二
人
は
、
短
い
言
葉
を
か
わ
し
て
、
英
子
は
、
車
内
に
は
い
っ

た
。
彼
女
の
席
は
ホ
ー
ム
側
に
あ
っ
た
の
で
、
多
木
は
、
そ
の
窓

の
ま
え
に
立
っ
た
。

も
う
た
が
い
の
声
は
き
こ
え
な
い
。
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
、
・
・
人

は
、
た
だ
微
笑
を
か
わ
し
あ
う
だ
け
だ
っ
た
。

・
一
人
と
も
、
こ
ん
ど
は
い
つ
逢
お
う
と
も
、
約
束
し
な
か
っ

た
。
英
子
も
、
こ
ん
ど
は
多
木
の
ほ
う
か
ら
神
戸
に
き
て
ほ
し
い

と
も
言
わ
な
か
っ
た
。
い
つ
も
の
別
れ
の
と
き
と
お
な
じ
で
あ
っ

た
。

い
ま
も
、
そ
う
だ
っ
た
。
二
人
は
、
さ
よ
う
な
ら
も
、
言
い
あ

わ
な
か
っ
た
。
二
人
と
も
、
た
が
い
の
行
動
を
型
肘
す
る
こ
と
を

好
ま
な
か
っ
た
。

ど
ち
ら
か
が
逢
い
た
く
な
れ
ば
、
逢
い
た
く
な
っ
た
ほ
う
か
ら

で
か
け
て
い
く
。
ど
ち
ら
も
、
こ
こ
ろ
よ
く
迎
え
い
れ
る
。
い
ま

ま
で
、
そ
う
だ
っ
た
。

も
し
も
、
ど
ち
ら
か
の
愛
が
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
、
冷
め
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
つ
ぽ
う
の
愛
は
、
他
方
の

愛
の
持
続
を
強
要
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
愛
は
、
た
が
い
に
相

手
の
愛
か
ら
は
自
由
で
あ
っ
た
。
束
縛
さ
れ
る
な
に
も
の
も
、
そ

こ
に
は
な
か
っ
た
。

愛
と
は
、
献
身
の
別
名
だ
と
、
多
木
は
思
う
。
献
身
と
は
、
無

償
の
行
為
で
あ
っ
た
。
愛
は
、
無
償
の
行
為
で
あ
っ
た
。
愛
は
、

自
分
が
愛
し
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
、
相
手
を
愛
す
る
。
お

の
れ
を
捧
げ
る
。
お
の
れ
を
捧
げ
た
相
手
か
ら
、
な
ん
ら
か
報
わ

れ
る
も
の
を
望
ん
で
は
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
無
償
の
行
為

で
あ
る
愛
の
徒
に
そ
む
い
て
い
た
。

愛
の
ひ
め
て
い
る
真
実
と
は
、
た
が
い
に
相
手
の
愛
を
虜
に
す

る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
仙
手
の
愛
を
、
自
分
の
も
の
に
し
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。

「
彼
は
も
う
あ
た
し
の
も
の
よ
・
身
も
心
も
」

な
ど
と
、
誇
ら
し
げ
に
語
り
、
彼
の
愛
を
し
っ
か
り
と
わ
が
も

の
に
し
た
と
思
い
こ
ん
で
い
る
娘
が
い
る
。
あ
わ
れ
な
錯
覚
で
あ

っ
た
。
そ
う
い
う
娘
に
か
ぎ
っ
て
、
彼
の
愛
が
冷
め
る
と
、
身
も

世
も
あ
ら
ぬ
よ
う
に
歎
き
悲
し
む
。

「
あ
た
し
が
こ
ん
友
に
愛
し
て
い
た
の
に
」

と
、
相
手
の
不
誠
実
を
な
じ
る
。
不
誠
実
と
は
、
愛
が
冷
め
る

こ
と
で
は
な
い
。
愛
は
、
熱
し
も
す
れ
ば
、
冷
め
も
す
る
。
熱
す

る
こ
と
だ
け
を
望
み
、
冷
め
る
こ
と
を
拒
む
、
自
分
本
位
左
功
利

の
心
に
、
む
し
ろ
、
愛
の
徒
に
従
お
う
と
は
し
な
い
不
誠
実
さ
が

あ
っ
た
。

愛
と
は
、
ギ
ブ
．
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
で
は
な
か
っ
た
。
い
わ
ば

一
方
通
行
で
あ
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
無
償
の
献
身
で
あ
っ
た
。
愛

の
純
度
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
無
償
の
純
度
も
高
ま
っ
て
い

く
。
愛
の
美
し
さ
と
は
、
こ
の
無
償
の
純
度
の
美
し
さ
だ
と
い
え

た
ろ
う
。

愛
の
姿
と
は
、
世
俗
の
倫
理
や
秩
序
に
拘
束
さ
れ
な
い
、
ほ
ん

と
う
に
素
裸
に
な
っ
た
愛
の
姿
と
は
、
こ
の
よ
う
な
愛
で
あ
ろ
う

と
、
多
木
は
、
信
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
愛
を
か
わ

し
あ
え
る
女
性
に
め
ぐ
り
あ
え
た
こ
と
が
、
多
水
に
は
、
無
上
に

う
れ
し
か
っ
た
。

列
収
は
動
き
だ
し
た
。
窓
越
し
に
、
英
子
は
、
手
を
ふ
っ
た
。

手
を
ふ
り
な
が
ら
、
し
だ
い
に
速
度
を
あ
げ
て
、
多
木
の
ま
え
か

ら
と
お
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
、
英
子
の
姿
は
、
多
木
の
視

界
か
ら
消
え
去
っ
た
。

多
木
は
、
列
収
が
ホ
ー
ム
を
は
な
れ
て
い
っ
て
も
、
な
お
し
ば

ら
く
、
ホ
ー
ム
に
立
ち
つ
づ
け
て
い
た
。
彼
の
胸
中
に
は
、
別
れ

の
愁
い
は
な
か
っ
た
。
愁
い
は
、
明
、
へ
の
未
練
を
残
す
が
、
い

ま
の
彼
に
は
、
そ
の
未
練
が
左
か
つ
た
。

多
木
は
、
東
京
駅
か
ら
ま
っ
す
ぐ
荻
窪
の
自
分
の
コ
ー
ポ
に
か

え
っ
て
い
っ
た
。
部
屋
に
は
い
る
と
、
つ
い
さ
っ
き
ま
で
い
た
英

子
の
残
り
香
が
、
ま
だ
あ
た
り
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

’
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崖
で
も
、
い
つ
の
ま
に
か
、
こ
ま
ご
ま
と
し
た
世
帯
道
具
類
が
、

い
っ
ぱ
い
た
ま
っ
て
い
る
も
の
だ
っ
た
。
人
間
と
い
う
も
の
は
、

生
活
の
ア
カ
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
道
具
類
に
か
こ
ま
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
暮
し
て
は
い
け
ぬ
生
物
の
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
、
多
木
は
、
ｎ
笛
を
吹
き
な
が
ら
、
な
に
か
た
の
し
い
作

業
で
も
す
る
よ
う
に
、
部
屋
の
整
理
を
つ
づ
け
た
。
捨
て
ら
れ
る

も
の
と
、
捨
て
ら
れ
た
い
も
の
、
あ
る
い
は
、
カ
ネ
目
に
な
り
そ

う
な
も
の
な
ど
、
ふ
わ
け
し
て
い
く
と
、
身
体
に
ま
つ
わ
り
つ
い

た
余
計
な
も
の
を
、
一
枚
一
枚
は
ぎ
と
り
、
し
だ
い
に
身
も
心
も

か
る
く
な
っ
て
い
く
よ
う
左
気
が
し
て
き
た
。

彼
は
、
荻
窪
駅
前
に
あ
る
古
本
屋
と
古
道
具
屋
の
オ
ヤ
ジ
に
き

て
も
ら
い
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
も
な
い
蔵
書
と
、
ベ
ッ
ド
や
食
器
棚

な
ど
の
家
具
類
を
処
分
し
た
。
古
道
具
屋
は
、
ス
テ
レ
オ
は
貰
う

が
、
テ
レ
ビ
は
ひ
き
と
れ
ぬ
と
言
う
。

「
じ
ゃ
、
ス
テ
レ
オ
は
た
だ
で
い
い
か
ら
、
テ
レ
ビ
を
な
ん
と
か

も
予
想
し
て
い
た
。

た
。そ

の
香
を
い
つ
く
し
む
よ
う
に
、
多
木
は
、
ソ
フ
ァ
に
身
を
沈

め
た
。
ぐ
っ
た
り
と
身
体
が
疲
れ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
で
い
て

気
持
ち
が
思
い
の
ほ
か
昂
揚
し
て
い
た
。

「
英
子
に
逢
え
た
。
そ
し
て
、
い
ま
別
れ
た
」

そ
う
思
う
と
、
ぞ
く
ぞ
く
す
る
よ
う
な
、
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
熱

っ
ぽ
い
も
の
が
、
身
う
ち
か
ら
こ
み
あ
げ
て
き
た
。
い
ま
、
な
に

か
が
終
っ
た
の
で
は
左
い
。
こ
れ
か
ら
、
な
に
か
が
は
じ
ま
る
の

だ
。
多
木
は
、
淡
い
酔
い
に
も
似
た
興
蒋
を
お
ぼ
え
て
い
た
。

翌
日
、
彼
は
、
コ
ー
ポ
の
管
理
人
に
論
こ
の
コ
ー
ポ
を
ひ
き
払

う
旨
を
伝
え
た
。
管
理
人
は
、
け
げ
ん
を
顔
を
し
た
が
、
コ
ー
ポ

を
で
る
川
に
、
権
利
金
は
か
え
す
旨
を
こ
た
え
た
。
権
利
金
の
三

十
万
円
が
、
い
ま
の
多
木
に
は
、
も
う
さ
い
ご
の
カ
ネ
だ
っ
た
。

彼
は
、
さ
っ
そ
く
、
部
屋
の
獲
理
に
か
か
っ
た
。
独
身
者
の
部

糸
卿
」「

う
む
。
日
本
脱
山
凹
だ
よ
。
日
本
が
沈
没
す
る
ま
え
に
、
外
圃
へ

逃
げ
だ
す
ん
だ
」

多
木
は
、
と
ぼ
け
た
よ
う
に
言
っ
た
。

整
理
に
は
、
丸
三
円
か
か
っ
た
。
が
ら
ん
と
し
た
部
屋
に
は
、

ベ
ッ
ド
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
。
翌
朝
、
多
木
が
こ
の
ベ
ッ
ド
で

寝
て
い
る
と
、
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。

宇
津
康
子
だ
っ
た
。
北
海
道
旅
行
以
来
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
い

た
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
通
話
を
か
け
て
く
る
こ
ろ
だ
ろ
う
と
、
多
木

「
お
元
気
？
」

い
つ
も
の
、
ち
ょ
っ
と
投
げ
や
り
ま
よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
、

親
し
み
を
こ
め
た
声
が
、
朝
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
を
ふ
る
わ

し
た
。

「
あ
あ
。
君
も
元

処
分
し
て
く
れ
よ
」

ど
こ
か
へ
い
か
れ
る
ん
で
す

多
木
は
足
も
と

こ
ん
だ
。

■
こ
ん
な
に
み
ん
な
整
理
し
て
、

気
？
」

を
み
す
か
さ
れ
て
い
る
の
を
承
知
で
、
た
の
み

１
５４
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「
え
え
。
あ
い
か
わ
ら
ず
よ
」

「
そ
り
ゃ
、
よ
か
っ
た
」

「
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
あ
な
た
の
顔
が
み
た
く
な
っ
た
の
」

「
う
む
。
ど
こ
で
逢
う
？
」

「
そ
う
ね
。
あ
た
し
が
、
ま
た
東
京
へ
い
く
？
い
っ
て
も
い
い

わ
よ
」こ

の
女
は
決
し
て
多
木
を
神
戸
へ
呼
ぼ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

「
そ
う
だ
な
。
君
が
東
京
へ
き
て
も
い
い
け
ど
、
ど
う
だ
い
、
浜

名
湖
あ
た
り
で
お
ち
あ
お
う
か
」

多
木
は
、
ふ
と
、
彼
女
と
は
じ
め
て
め
ぐ
り
あ
っ
た
浜
名
湖
の

こ
と
を
思
い
だ
し
た
。
こ
れ
は
、
い
い
思
い
つ
き
だ
っ
た
。

「
ぼ
く
は
、
ち
ょ
っ
と
二
・
三
口
東
京
を
は
な
れ
ら
れ
な
い
ん
だ

が
、
三
日
あ
と
、
ど
お
？
」

「
い
い
わ
よ
・
あ
た
し
の
ほ
う
は
、
い
つ
で
も
」

二
人
は
、
三
日
後
の
午
後
三
時
に
、
東
名
高
速
の
浜
名
湖
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
逢
う
こ
と
に
し
て
、
電
話
を
切
っ
た
。

多
木
は
、
友
人
に
も
だ
れ
に
も
知
ら
せ
ず
に
、
こ
の
コ
ー
ポ
を

ひ
き
払
い
、
東
京
を
去
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
宇
津
康
子
と
も
、

電
話
は
い
つ
も
彼
女
の
ほ
う
か
ら
か
け
て
く
る
の
で
、
こ
ち
ら
か

ら
は
連
絡
の
と
り
よ
う
が
な
か
っ
た
。
も
し
も
、
康
子
が
、
多
木

く神戸の催し物２月ご案内〉
<音楽＞
★レターメン
２月1 1 日（日）ＰＭ２：００～４ｇｏｏ神戸文化ホールＳ密2 , 6 0 0
Ａ密2 , 1 0 0 Ｂ要1 , 8 0 0 Ｃ藍1 , 5 0 0 ＬＳ夢4 , 7 0 0

☆全日本歌謡選手権
２月1 3 日（水）ＰＭ６：００～７：３０神戸文化ホール無料
主催／読売テレビ放送

★平岡養一リクエストコンサート
２月1 4 日（木）ＰＭ７：００～９：００神戸文化ホール民音
一般整1 , 2 5 0 会員雷7 5 0

☆大阪フィルハーモニー交響楽団演奏会一辻久子を迎えて
２月1 5 日（金）ＰＭ６：３０～８９３０神戸文化ホール
Ａ茎1 , 5 0 0 Ｂ密1 , 3 0 0 Ｃ薯1 , 0 0 0 指揮／外山雄三独奏
／辻久子曲目／チヤイコフスキー作曲幻想序曲、バイオリ
ン協奏曲、交響曲第５審

悪寒H 蕊

1５５

鷺謬

大阪フィルハーモニー交響楽団演奏会
★ニューサウンズオーケストラー読売交響楽団
２月1 5 日（金）ＰＭ７：００～９：ＯＯ神戸国際会館
薯2,0 0 0

☆ナベサダ・ジャズ・コンサート
２月1 6 日（土）ＰＭ６：３０～８：３０神戸文化ホール民音
一般密1 , 5 0 0 会員密1 , 0 0 0

☆神戸の夕一坊チャリティ
２月ﾕ 7 日（日）ＰＭ１：００～３：３０神戸文化ホール
Ａ薯2 , 0 0 0 Ｂ密1 , 5 0 0 Ｃ墓1 , 0 0 0

☆チューリップコンサート
２月2 0 日（水）ＰＭ６：３０～９ｇ００神戸文化ホール労昔
会員薯1 , 2 0 0

☆菅原洋一ショー
２月2 4 日（日）①ＰＭ２：００～４：００②ＰＭ６：００～８：００
神戸国際会館民音会員薯1 , I O O

< 演劇＞
☆俳優庫公演「リチャード三世」
２月６日（水）、７日（木）、８日（金）ＰＭ６：１５～９８００
９日（土）①ＰＭ１：４５～４：００②ＰＭ６ｇ１５～９：００
１０日（日）ＰＭ１：４５～４：００神戸文化ホール労演
会費薯1 , 2 0 0

☆児童劇「ピノキオ」
２月９日（金）、１０日（土）①ＡＭ１０：３０～１２：ユ５
②ＰＭ２：００～3 二４５神戸国際会館Ａ密8 0 0 Ｂ薯7 0 0
Ｃ雷6 0 0

★民族舞踊団わらび座「稲みのる｣ ｢ 富くじどろぼう」
２月2 0 日（水）、２１日（木）ＰＭ６：３０～８二４５神戸文化
ホールー般語1 , 0 0 0 中高生Ｙ6 0 0 小学生茎4 0 0

が
コ
ー
ポ
を
で
る
ｕ
ま
で
、
電
話
を
か
け
て
こ
な
か
っ
た
ら
、
彼

は
、
彼
女
に
も
黙
っ
て
、
東
京
を
あ
と
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
。
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
、
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

偶
然
、
康
子
は
電
話
を
か
け
て
き
た
。
そ
の
偶
然
が
、
多
木
の
行

先
き
を
決
定
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
彼
は
、
東
京
を
で
て
も
、
ま

だ
ど
こ
へ
行
こ
う
と
い
う
当
て
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
。

「
よ
し
。
ひ
と
ま
ず
、
浜
名
湖
だ
。
そ
れ
か
ら
先
き
は
、
風
の
吹

く
ま
ま
だ
」

そ
の
口
、
多
木
は
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
Ｐ
大
学
に
で
か
け
て
、
事

務
室
で
、
退
学
手
続
き
を
と
っ
た
。
こ
の
マ
ン
モ
ス
大
学
で
は
、

一
人
の
学
生
の
出
所
進
退
な
ど
、
一
枚
の
書
類
で
事
務
的
に
処
理

し
て
し
ま
う
。
考
え
て
み
れ
ば
、
多
木
自
身
も
こ
の
円
ま
で
の
身

辺
の
獲
理
を
、
き
わ
め
て
事
務
的
に
す
ま
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
口
、
多
木
は
、
管
理
人
か
ら
権
利
金
を
か
え
し
て
も
ら
う

と
、
コ
ー
ポ
を
ひ
き
払
っ
た
。
車
庫
か
ら
、
愛
車
の
Ｍ
Ｖ
を
ひ
き

だ
し
た
。
い
ま
の
彼
に
は
、
こ
の
愛
車
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
ね
じ
こ

ん
だ
三
十
枚
の
札
だ
け
が
、
財
産
だ
っ
た
。

だ
が
、
彼
は
、
い
つ
も
の
ド
ラ
イ
ブ
に
で
か
け
る
と
き
と
お
な

じ
よ
う
に
、
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
、
愛
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
吹
か
し

に
か
か
っ
て
い
た
。
（
つ
づ
く
）
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